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【FIA-F4 選手権シリーズ第 3 戦・第 4 戦】 

 

鈴鹿サーキット（三重県：5.807km） 

 

5 月 28 日（土）予選、決勝レース 1 

5 月 29 日（日）決勝レース２ 

 

#97 岩澤 優吾 BJ Racing F110 

#81 卜部 和久 BJ Racing F110 

#47 藤原 優汰  BJ Racing F110 

 

 

岩澤優吾は表彰台へあと一歩の 5 位、4 位でゴールも、4 戦連続で入賞果たす 

ルーキーの卜部和久と藤原優汰には、まだまだ試練のレースが続く 

 

8 年にも及ぶ歴史の中で、数多くのドライバーを鍛え続けている FIA-F4 選手権シリーズに、高木真一監

督が指揮を執る、Bionic Jack Racing は今年 3 台体制に改め、継続参戦の岩澤優吾、そして新加入の卜部

和久と藤原優汰を走らせる。 

チームに所属して 2 年目となる岩澤は、真価を発揮しつつある。前回は予選こそ本格的なアタック前の

赤旗終了によって中団に沈むも、決勝では２レースともにオーバーテイクを連発し、4 位と 2 位を獲得。

初めて表彰台にも上がって見せたからだ。 

一方、FIA-F4 デビューレースとなった卜部と藤原にとっては、ほろ苦の週末になっていた。卜部はレー

ス１を予選 7 番手からスタートし、一時は 5 番手を走行するも、バトルの最中に経験値の少なさが露呈

してしまう。それでも 9 位を得た一方で、レース２は序盤の接触でマシンにダメージを負い、完走を果

たすのみのレースとしていた。そして藤原にとっては正真正銘フォーミュラでの初レースとあって、さ

すがに苦戦は否めず。それでも予選よりも決勝で順位を上げてきたことは、しっかり評価すべき点であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 



◆予選 

#97 岩澤 優吾 BJ Racing F110：6 番手・2 番手 

#81 卜部 和久 BJ Racing F110：15 番手・24 番手 

#47 藤原 優汰  BJ Racing F110：25 番手・25 番手 

 

 

 

第２大会の舞台、鈴鹿サーキットは「ドライバーズサーキット」と位置づけられて、ドライバーの実力

を大いに試すサーキットとして知られている。低速から高速までバラエティに富んだコーナーが、２本

のストレートとともに巧みに配置され、容易に攻略を許してくれないからだ。 

専有走行は木曜日から開始され、それぞれ４セッション、合計 2 時間 45分の走行が許された。その間の

ベストタイムは岩澤が 2 分 9 秒 225 で、卜部は 2 分 9 秒 672、藤原は 2 分 10 秒 808。それぞれ予選で上

回ってくれることが期待された。ちなみに最初の専有走行はウェットコンディションでの走行となった

が、卜部はトップタイムを記録して、スタッフを驚かせていた。 

今回も予選は２組に分けられ、計測はそれぞれ 20分。上空には青空も広がって、コンディションは一切

問題なし。まずA 組で臨んだのは藤原で、ベストタイムは 2分 10秒 167、セカンドベストタイムは 2 分

10 秒 820 で、いずれも 13 番手となった。 

そして岩澤と卜部は B 組での走行に。藤原からのインフォメーションも受け、それぞれ計測 2 周目から

アタックを開始するはずだった。ところが、１周目を終えた直後に赤旗が２回も相次いで出され、計測

は延長されたとはいえ、最後もまた赤旗での終了となって、誰にも２周しか走行を許されず。 

そんな状況において岩澤は、まずベストタイムとなる 2 分９秒 081 で 3 番手につけた後、タイムダウン

となったとはいえ、2 分９秒 169 はセカンドベストタイムとしてはトップ。しっかり好位置をものにし

ていた。 

一方、卜部は再計測開始直後の 2 コーナーで、痛恨のオーバーランが。ラストアタックで 2 分 9 秒 580

をマークして 8 番手につけたものの、セカンドベストタイムは計測１周目の 2 分 12 秒 647 が採択され

て、12 番手に留まってしまった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



#97 岩澤優吾 

「レースウィークになってタイヤのロットが変わって、僕のイメージだと初期の数周のグリップがピー

クで、４周、５周を超えちゃうと、いきなりズルズルになる印象だったので、アタックしている最中に

２回も赤旗出たから心配でした。それでもミスしないように走って、一度理も良かったので、セカンド

ベストではトップタイムが出せました。それにしてもベストタイムではちょっと負けているので、レー

スラップは詰めていきたいと思っています 

 

#81 卜部和久 

「コースアウトした周は、前も近づいていって、どっちにせよアタックできないので、ぎりぎりを狙っ

ていったんですが……。詰まるのは分かっていたので、その詰まる分をちょっとでも稼ごうとしたのが、

攻め過ぎてコースアウトにつながってしまいました。連続赤旗の影響をいちばん食らったのが、僕だっ

たかもしれません。決勝で流れを取り返してみせます」 

 

#47 藤原優汰 

「タイムは全体的に見たら良くはないですけど、昨日までの練習と比べたら全然良くなっていて、昨日

こうしようと想定していたことは、全部できました。それを決勝でもっと改善して、速く走れるように

したいです」 

 

 

◆決勝レース第 3 戦 

#97 岩澤 優吾 BJ Racing F110：５位 

#81 卜部 和久 BJ Racing F110：25 位 

#47 藤原 優汰  BJ Racing F110：23 位 

 

レース１は 11 周もしくは 30 分で競われる。予選同様、天候には恵まれ……というより、恵まれ過ぎた

感はあった。上空には青空が広がって温度は急上昇、路面状態も大きく変化させたからだ。そして、フ

ォーメイションラップ開始時に、事件が起こった。卜部のマシンにクラッチが切れない症状が発生し、

ピットスタートを余儀なくされた。原因は半クラッチの時間が長すぎ張り付いてしまったようだ。 

そんな中、注目されたスタートをしっかり決めて、岩澤が 5 番手に浮上。そして藤原も２ポジションア

ップの 23 番手でオープニングラップを終える。卜部も無事、ピットからスタートすることができてい

た。その直後に、セーフティカー（SC）が導入される。130R でクラッシュが発生したためだ。５周目

からバトル再開。 

リスタートを決めて、5 番手はキープした岩澤ながら、後方から激しいプレッシャーを受ける状態が続

く。しかし、相手のチャージのたびにしっかりガードを固め続け、逆転はしっかり阻んでいた。一方、

藤原は半ば渋滞状態の中でふたつポジションを上げていたが、６周目には 23 番手に戻す羽目に。そし

て、その段階で卜部は着実に順位を上げて 26 番手と、藤原にも迫る勢いとなっていた。 

だが、８周目のシケインでコースアウトした車両があり、またしても SC が導入されてしまう。しかも、

その SC ランはチェッカーが振られるまで続き、卜部はせっかくの勢いを止められる。結果、岩澤が 5

位、藤原が 23 位、そして卜部が 25 位となった。 



#97 岩澤優吾 

「予選より暑くなってコンディションも変わっていて、車はアンダー方向になっちゃって。セクター１、

得 S 字で向きが変わらなくなって、その間に後ろに詰められて、きついレースになってしまいました。

明日は早朝スタートなので、しっかり改善してペー素を取り戻して、ちゃんといいレースしたいですね。

勝ちに行きたいです。スタートをしっかり決めて、勝ちに行けるようなペースにまで戻したいです」 

#81 卜部和久 

「クラッチが張りついて、ギヤ入れてもエンストしちゃいました。引き剥がすことはできて、ピットス

タートはできたんですが……。SCが中途半端なところで出たのもあるし、まず自分の流れもそこまで持

って来られていないので、流れを持ってくる走りをしたいと思います」 

 

#47 藤原優汰 

「予選までは狙いどおりの感じで、車もちゃんと動いていたんですけど、レースになったら違うところ

で、違う問題が出てきて。ちょっとカバーしきれなかったですね。明日また朝からなので、もうちょっ

とオーバー対策していって、ちょうど良くなることを期待しています」 

 

◆決勝レース第 4 戦 

#97 岩澤 優吾 BJ Racing F110：4 位 

#81 卜部 和久 BJ Racing F110：19 位 

#47 藤原 優汰  BJ Racing F110：22 位 

 

 

 

レース２もまた 11 周もしくは 30 分での戦い。8 時 15 分にコースイン開始となり、40 台のマシンがグ

リッドに並べられた。そんな時間であるにもかかわらず、もはやもう暑い。やがて気温は 30 度を超え

て、夏日になるというのだから、無理からぬことか。 

今度は卜部にスタートで試練が訪れる。またしてもクラッチにトラブルが発生、エンジンストールで出

遅れてしまったのだ。半クラッチの時間が今回も長く焼き付いてしまった。 

初のフロントロースタートとなった岩澤は、レッドシグナルが消えてからの反応は鋭かったものの、ポ

ールシッターの徹底応戦を食らって、トップ浮上ならず。その上、後続からの激しいチャージを凌ぐ間

に、オープニングの１周だけでトップを 1 秒近く逃してしまう。なんとか振り切って、少しでもトップ

との差を詰めたいところだが、５周目の S 字で１台に逆転を許す。その直後に SC が。130R で激しいク

ラッシュが発生していたからだ。しかも、これが藤原、そして激しく追い上げてきた、卜部の目の前

で！ かろうじて回避できたのは、不幸中の幸いだった。 

SC先導のまま、再びチェッカーか……と思われたのも束の間、ラスト１周ながらレース再開が告げられ

る。いったんは離されたトップもすぐ近く。岩澤は一発大逆転に賭けた。ところが、シケインで後続車

両に接触寸前まで詰め寄られて、立ち上がりの加速が鈍り、相手がスリップストリームから抜け出すの

を拒もうと、ラインを変えたところで接触が。これが右リヤの足回りに影響を及ぼしてしまう。堪えき

れず、ヘアピンで膨らんでしまい、続くスプーン進入であえなく逆転を許す羽目に。表彰台を逃し、岩

澤は無念の 4 位に。 



 

一方、ランデブー状態だった藤原と卜部は、大渋滞となっていたシケイン、そして最終コーナーでポジ

ションを入れ替えた。巧みにすり抜けた卜部が 19 位、そして引っかかってしまった藤原が 22 位に。そ

れでも納得のいく結果ではなかったのは明らかだ。 

 

ことレース 2 に関しては、3 人とも悔いの残るレースになってしまった。第３大会はやや間隔をおいて、

富士スピードウェイで８月 6〜７日に開催される。これからの巻き返しに期待したい。 

 

 

 

#97 岩澤優吾 

「SC明けに接触されて、右リヤが変な方向を向いちゃって、ずっとガタガタ振動していて、バランスも

おかしいし、ブレーキ踏んだらロックしちゃう……っていう感じで抜かれてしまいました。レースウィ

ーク通して、あんまりペースは良くなかったので、まぁペースが良ければ、そういうことになっていな

かったと思うので、そこはちゃんと改善したいと思いますけど、接触に関しては納得いかないです。次

また、頑張ります」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



#81 卜部和久 

「またクラッチで。エンストしちゃいました。昨日、新品に変えてもらって、フォーメイションラップ

の前もけっこう半クラ使って、当たりをつけたんですけど……。１周目とかのごちゃごちゃっとしたと

ころは、けっこう得意なので、最終ラップは３台も自力で抜けました。それだけですね、今日は」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

#47 藤原優汰 

「結果には満足していませんが、だんだん S 字がマシになってきていますし、あとは逆バンクって感じ

で、内容は良くなっていると思います。次の課題は SC 明けの１周ですね、僕も卜部くんのように抜け

ていたら良かったんですけど。それにしても、130R のクラッシュはやばかったです。当たっているん

ですよ、前が。それでもダメージなく走れたのは良かったです」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


